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議
会
報
モ
ニ
タ
ー 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

（
主
な
も
の
）

№
55
（
平
成
30
年
5
月
１
日
発
行
）
を
見
て

編
集
後
記

編
集
後
記

　
編
集
委
員
と
な
っ
て
か
ら
、
２
年
が
経
ち
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。
途
中
、
大
き
な
紙
面
の
刷
新
な
ど

印
象
に
残
る
こ
と
の
多
い
委
員
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
委
員
会
で
の
議
会
だ
よ
り
作
成
は
今
号
を
も
っ
て
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
市
民
の
皆
様

に
解
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
引
き
継
い
で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
森
本
　
将
司
　
記
）

意見交換会
一般質問（10人）
平成30年 第２回定例会議決結果
常任委員会審査
行政視察報告
閉会中所管事務調査報告
会派視察報告
平成29年度 政務活動費収支結果報告

 ２～３ページ
４～13ページ
 14ページ

 14～15ページ
 16ページ
 17ページ
 18ページ
 19ページ

表紙の写真 私の将来の夢は……

山田　葵生さん（中３）自分に合う職業に就く

　　　栞里さん（中１）パン屋さん

　　　歩実さん（小１）アイス屋さん

あお い

しお  り

あゆ み

◎
平
成
30
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
（
Ｐ
２
〜
Ｐ
５
）
　

・
グ
ラ
フ
・
表
等
は
た
い
へ
ん
見
や
す
い
。
主
な
質
疑
に
つ
い
て
、
数
字
（
助
成
額
等
）
で
明
示
さ
れ
て
良
い
。

◎
会
派
代
表
質
問
・
一
般
質
問
に
つ
い
て
（
Ｐ
６
〜
Ｐ
1５
）

・
前
号
、
前
々
号
に
比
べ
、
余
白
が
少
な
い
印
象
だ
が
、
多
く
の
質
問
と
答
弁
が
有
る
た
め
で
あ
り
、
や
む
を
得

な
い
と
思
う
。
「
シ
ー
リ
ン
グ
」
の
よ
う
な
馴
染
み
の
な
い
言
葉
に
注
釈
が
追
記
さ
れ
、
読
み
手
へ
の
配
慮
が

感
じ
ら
れ
る
。
８
ペ
ー
ジ
に
「
基
金
残
高
の
推
移
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
グ
ラ
フ
化
に
よ
り
当
市
の
財
政

状
況
の
厳
し
さ
が
良
く
分
か
っ
た
。

◎
平
成
30
年
定
例
会
議
決
結
果
・
討
論
に
つ
い
て
（
Ｐ
16
〜
Ｐ
18)

・
討
論
の
反
対
意
見
は
、
毎
回
決
ま
っ
た
市
議
さ
ん
で
す
。
今
回
は
他
の
市
議
さ
ん
も
反
対
意
見
を
お
持
ち
で
す

の
で
、
そ
の
方
の
意
見
も
載
せ
る
の
も
良
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

◎
閉
会
中
所
管
事
務
調
査
報
告
に
つ
い
て
（
Ｐ
19)

・
「
産
業
観
光
常
任
委
員
会
」
観
光
施
設
の
状
況
、
推
移
を
グ
ラ
フ
で
表
現
し
た
方
が
、
よ
り
理
解
し
て
も
ら
え

る
と
思
い
ま
し
た
。

◎
常
任
委
員
会
審
査
に
つ
い
て
（
Ｐ
20
・
Ｐ
21)

・
内
容
の
説
明
文
、
質
問
、
答
弁
と
な
っ
て
い
て
読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
。
全
ペ
ー
ジ
で
写
真
に
説
明
の
有

り
無
し
が
存
在
し
て
い
る
。

◎
表
紙･

裏
表
紙
（
傍
聴
記
、
編
集
後
記
等
）
に
つ
い
て

・
力
強
い
題
字
を
書
か
れ
る
こ
と
に
毎
号
、
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
写
真
の
お
子
様
た
ち
の
夢
が
叶
う
こ
と
を
お

祈
り
し
ま
す
。

◎
そ
の
他
、
市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
提
言
な
ど

・
市
民
と
の
意
見
交
換
会
や
女
性
委
員
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
、
市
議
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
集
ま
る
会
は
あ
る
が
、

市
民
の
集
ま
る
茶
の
間
的
な
と
こ
ろ
に
市
議
さ
ん
が
フ
ラ
リ
と
お
じ
ゃ
ま
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
、
市
民

の
生
の
声
が
聞
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

「胎内市の未来を担う
   子どもたち」

　パ
ソ
コ
ン
の
字
ば
か
り
が

目
に
つ
く
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、

私
は
人
が
書
く
あ
た
た
か
み

の
あ
る
字
を
大
切
に
想
い
、

こ
れ
か
ら
も
習
字
を
頑
張
っ

て
、
将
来
に
役
立
て
て
い
き

た
い
で
す
。

中
条
小
学
校
　
６
年
生

 

鈴
木 

愛
理
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　 

の
作
品
で
す
。

あ
い

り

す
ず

き



胎内市議会だより　56号平成30年8月10日

意見交換会を開催！
　
　

市
議
会
で
は
、
平
成
30
年
６
月
１
日
・
２
日
の
両
日
、
市
内
４
会
場
に
お
い
て
、

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
２
日
間
で
32
名
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
各
会
場
で
は
、
第
１
回
定
例
会
の
審
議
内
容
な
ど
報
告
を
行
っ
た
後
、
市
民
が

日
頃
感
じ
て
い
る
地
域
の
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
は
、
市
執
行
部
と
も
情
報
共
有
を
図
る

と
と
も
に
、
今
後
の
議
会
活
動
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
主
な
意
見
等
を
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
が
、
全
て
の
内
容
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

意見交換会に参加した方の感想など（アンケートの主なもの）

・もっと幅広い年代に参加してもらえるように告知の方法を工夫して欲しい。

・質問や回答など、他の会場のものとあわせて議会だより等に載せて欲しい。

・区長さんにも参加いただきたい。

・少なくても、予算・決算後の２回は、意見交換会を開催して欲しい。

・事前に質問や要望事項を受け付ける方式にして欲しい。

【市民と議会の意見交換会】

◇会場別参加者数

産業文化会館 黒川支所 築地農村環境
改善センター きのと交流館 合計

９人 ３人 ４人 16 人 32 人
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胎内市議会だより　56号平成30年8月10日

議会と市民との
項目 意見交換会の内容

観
光
関
連

質問：チューリップフェスティバルの情報発信をもっとして欲しい。以前は、チューリップのプランター
を設置して盛上げていたように積極的にＰＲをして欲しい。

質問：胎内リゾートエリアには、さまざまな施設があるが、今後の方針が見えてこない。特にフラワーパ
ークは 300 円の入場料がかかるが、それだけの価値があるか疑問である。

質問：スキー場について、余った土地で木材の栽培、バイオマス、トレッキングコースなど有効利用がで
きないか。

質問：樽ヶ橋遊園は、オウムが亡くなり、集客できるメインキャラクターがいない。オウムは 30 ～ 50 万
円位だが、30 年は生きる。市民が募金を集め、オウムを飼うことを検討できないか。また、園の
飼養担当職員が２人しかいない。土日出勤し、平日に振替休日をとると、１人の場合が多く園内整
備が間に合っていない。

議
会
関
連

質問：どこかの県議会議長や市議会のように、政務活動費の領収書を改ざんするなど、不正が行われてい
るが、胎内市議会は大丈夫なのか。領収書をネットで公開できないか。胎内市では、どのようにチ
ェックしているのか。

質問：次の改選後から、議員報酬が上がる議決がなされているが、一般市民は安い給料で生活しているの
に議員だけが報酬を上げて良いのか。

質問：議会の録画配信まで１か月ぐらいかかっている。もっと早く見られるようにすべきでは。
質問：議員の回答が上から目線で説得しているように感じる。意見交換自体、年々参加者が少なくなって

いる。やり方を考えるべきではないか。
質問：男女共同参画推進法について、議会として議論がなされているのか。

保
育
園
・
学
校
関
連

質問：スクールバスに乗れる基準は、自宅から学校までの距離計算になっているが、先日の新潟市西区で
事件があったように、児童が一人になる時間の長さも児童の安全に関係している。距離にこだわら
ず児童が一人になる時間も考慮すべきである。

意見：小・中学校のスポーツ少年団、部活の送迎で苦労している。
意見：小・中学校の給食の時に、ハエがいて困っている。
質問：樽ヶ橋遊園は子どもだけで遊びに行けず、地元の公園で遊ぶしかない。、塩沢集落は遊具を撤去、

近江新は平成 32 年に修理の計画があるようだが、当集落（下江端）は遊具点検で使用不可と診断
された。順次、遊具の修繕を進めてもらいたい。

意見：畜産業者の臭気が非常にひどく、近くで畑仕事をしていても具合が悪くなるほどである。近くには、
新潟県少年自然の家もあり、子ども達にも悪影響を及ぼすのではないか。何とか改善していただけ
ないか。

地
域
の

課
題

質問：高校生の送り迎えの際、平木田駅の駐車場が非常に混雑するが、駐車場をもっと広くできないか。
意見：洋上風力は、やめたほうが良いと思う。
意見：集落の公園及び遊具について、本当に必要なのか市民協働で共に考えてはどうか。

そ
の
他

質問：予算の関係で基金を取り崩すなど、市の財政状況が心配である。
質問：市の施設や集落へ誘導する案内看板を分かりやすくして欲しい。
質問：地域おこし協力隊について、今後、中条地区などにも広げられないか。集落単位でなくても、受け

入れる態勢をとれないか。
質問：要介護状態になった場合、国民年金だけで生活している人は、一般の介護施設には高くて入所が困

難なため、低料金で利用できる施設を増設してほしい。
質問：介護保険料がだんだん高くなってきているが、今後もまだ上がるのか。
質問：公共下水道事業の運営は大丈夫なのか。
意見：スポーツクラブたいないの年会費 4,000 円は、高すぎる。健康な老人を増やすことは、医療費の抑

制にもつながる。市から少しでも補助できないか。
意見：「事業仕分け」について、一般質問があったが非常に良い試みなので是非行ってほしい。
意見：甘草に限らず新しい事業の報告がされていない気がする。事業経過についても逐次知らせてほしい。
意見：投票所までの移動手段が無いため、選挙に行けない人が一定数いる。そのような人の為、送迎サー

ビスを行うべきである。

市民との意見交換会（主なもの）
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胎内市議会だより　56号平成30年8月10日

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

市
民
協
働
の
取
組
に
向
け
て
、
市

職
員
、
市
民
へ
の
講
演
、
研
修
を
行
っ
て

い
る
が
具
体
的
に
ど
の
様
な
事
業
に
つ
い

て
市
民
協
働
を
行
う
の
か
。

　
　
　

何
を
協
働
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
望
ま

し
い
の
か
を
話
し
合
う
事
が
座
談
会
や
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
す
る
目
的
で

有
る
と
ご
理
解
願
い
た
い
。

　
　
　

胎
内
市
の
将
来
像
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
優
先
課
題
、
主

要
事
業
は
何
か
。

　
　
　

当
市
の
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文

化
を
引
き
継
い
で
い
く
、
人
、
物
、
情
報

が
行
き
交
う
活
力
の
あ
る
ま
ち
の
実
現
を

目
指
す
。

　

主
要
課
題
を
上
げ
る
と
、
人
口
減
少
、

議
員

市
長

議
員

市
長

少
子
高
齢
化
を
克
服
し
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
。
当
市
だ
け
で

解
決
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
国
、
県
の

よ
り
広
域
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

今
年
は
大
雪
で
消
雪
パ
イ
プ
の
稼

働
が
追
い
つ
か
な
い
所
や
故
障
し
て
い
る

所
が
数
カ
所
見
ら
れ
た
。
新
設
を
含
め
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
、
整
備
計
画
は
。

　
　
　

消
雪
施
設
の
老
朽
化
や
水
量
低
下

に
伴
い
水
が
出
な
い
、
出
に
く
い
と
い
っ

た
状
況
が
あ
り
市
民
に
は
大
変
ご
不
便
を

お
か
け
し
た
。

　

既
設
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
着
実
に
行
い
、
次
冬
か
ら
は
、
一

部
地
域
に
お
い
て
は
地
区
と
話
し
合
い
を

持
ち
な
が
ら
、
消
雪
パ
イ
プ
か
ら
機
械
除

雪
へ
と
シ
フ
ト
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
新
設
に
つ
い
て
は
機
械
除
雪
が
出

来
な
い
狭
い
道
や
除
排
雪
が
出
来
な
い
箇

所
を
基
本
と
し
て
新
設
す
る
。

　
　
　

二
葉
町
防
災
公
園
脇
の
残
り
半
分

の
土
地
の
活
用
方
法
は
。

　
　
　

平
成
25
年
に
市
営
住
宅
を
取
り
壊

し
た
際
に
地
域
住
民
と
協
議
を
行
い
、
住

宅
用
地
と
の
要
望
を
頂
き
、
今
後
払
い
下

げ
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

一
般
に
一
括
で
譲
渡
す
る
の
か
、

ま
た
は
、
市
で
分
譲
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

住
宅
用
地
と
し
て
、
一

括
で
払
い
下
げ
を
計
画
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
と

�

維
持
管
理
に
つ
い
て

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

地
域
整
備
課
長

　
　
　

こ
の
土
地
は
市
で
分
譲
し
て
、
定

住
促
進
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き
と
思
う
。

様
々
な
条
件
を
付
け
て
、
た
と
え
ば
、
子

育
て
世
代
と
か
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人

と
か
条
件
を
付
け
て
市
で
安
く
分
譲
し
て

定
住
促
進
を
図
る
べ
き
と
思
う
。

　
　
　

最
終
的
に
市
で
分
譲
す
る
か
、

あ
る
い
は
民
間
に
任
せ
る
に
し
て
も
、

ど
う
い
っ
た
計
画
で
分
譲
を
行
う
の
か

十
分
協
議
を
し
た
上
で
、
定
住
促
進
に

も
資
す
る
よ
う
な
選
択
肢
を
選
ん
で
い

く
。

住宅用に計画されている二葉町地内の用地

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
観
光
施
設
問
題
に
つ
い
て

議
員

市
長

天木 義人 議員

施
政
方
針
に
つ
い
て

市民協働勉強会
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胎内市議会だより　56号平成30年8月10日

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

小
規
模
農
家
で
も
市
・
県
・
国
の

補
助
金
や
交
付
金
を
活
用
し
、
他
産
業
並

み
の
所
得
が
得
ら
れ
る
政
策
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
に
要
望
を
提
出
で

き
な
い
か
。

　
　
　

市
単
独
と
は
い
か
な
い
に
せ
よ
、

農
業
を
継
続
し
て
い
く
動
機
に
な
る
よ
う

支
援
策
が
あ
れ
ば
考
え
、要
望
し
て
い
く
。

　
　
　

県
内
農
協
の
再
編
計
画
が
あ
る
。

営
農
等
の
強
化
に
結
び
つ
く
よ
う
な
合
併

構
想
が
望
ま
し
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
　

再
編
が
地
域
農
業
と
農
家
に
と
っ

て
有
益
で
継
続
的
な
農
業
振
興
に
寄
与
す

る
も
の
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
が
、
市
長

と
し
て
動
静
を
注
視
し
つ
つ
、
必
要
が
あ

れ
ば
行
動
を
と
る
。

議
員

市
長

議
員

市
長

　
　
　

胎
内
市
に
お
い
て
耕
作
放
棄
地
は

増
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
す
る

当
市
と
中
間
管
理
機
構
の
対
応
は
。

　
　
　

現
在
の
農
業
が
経
営
と
し
て
成
り

立
た
ず
、
後
継
者
が
い
な
い
と
い
う
の
が

増
加
原
因
と
考
え
る
。
耕
作
放
棄
地
再
利

用
緊
急
対
策
交
付
金
の
活
用
で
放
棄
地
の

解
消
に
努
め
る
。

　
　
　

不
要
な
土
地
を
総
額
４
億
５
千
５

百
万
円
も
の
高
額
な
公
金
で
購
入
し
た
。

対
策
と
し
て
、
山
の
土
を
埋
め
立
て
盛
り

土
と
し
て
販
売
し
、
そ
の
後
、
土
地
を
売

却
で
は
な
く
貸
し
付
け
と
し
、
大
型
ス
ー

パ
ー
や
国
営
長
岡
丘
陵
公
園
の
よ
う
な
も

の
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　

幅
広
く
積
極
的
に
い
ろ
い
ろ
な
提

案
に
耳
を
傾
け
、
こ
れ
が
よ
か
ろ
う
と
思

う
も
の
は
躊
躇
せ
ず
皆
様
に
諮
り
決
め
て

い
く
。

議
員

市
長嘉

平
山
の

�

利
用
促
進
に
つ
い
て

議
員

市
長

　
　
　

県
道
下
館
地
内
の
歩
道
改
修
工
事

は
い
つ
着
工
し
、
完
了
は
い
つ
頃
か
。
ま

た
、
以
前
質
問
し
た
築
地
地
区
の
歩
道
は

そ
の
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

下
館
地
内
の
歩
道
改
修
工
事
着
工

は
今
年
秋
ご
ろ
を
予
定
し
て
い
る
。
完
了

は
用
地
買
収
や
予
算
配
分
か
ら
来
年
度
中

を
予
定
し
て
い
る
。
築
地
地
区
の
工
事
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
橋
梁
工
事
完
成
を
一

応
の
目
途
と
し
て
い
る
の
と
同
時
に
、
柴

橋
寄
り
も
現
実
の
手
当
て
で
な
さ
れ
る
よ

う
に
確
認
し
要
望
す
る
。

　
　
　

国
道

290
号
線
の
拡
幅
工
事
完
了
予

定
は
い
つ
ご
ろ
か
。

　
　
　

平
成
32
年
度
と
い
う
こ
と
で
確
認

し
て
い
る
。
先
延
ば
し
に
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
要
望
し
て
い
く
。

県
道
の
歩
道
整
備
と
国
道

�

号
線
拡
幅
工
事
に
つ
い
て

290
議
員

市
長

議
員

市
長

榎本 丈雄 議員

中
山
間
地
農
業
と

�

兼
業
農
家
継
続
策
に
つ
い
て

ほ場整備が行われている「須巻地区」

拡幅工事中の国道 290 号線
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

登
下
校
時
の
見
守
り
隊
の
現
状

は
。

　
　
　
　

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
地

域
の
方
々
、
保
護
者
が
交
差
点
で
誘
導
し

た
り
、
児
童
と
一
緒
に
歩
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

新
潟
市
西
区
で
の
女
児
殺
害
事
件

後
、
ど
の
よ
う
な
対
応
及
び
対
策
を
講
じ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

見
守
り
活
動
の
強
化
、
不
審
者

情
報
の
共
有
な
ど
地
域
ぐ
る
み
の
不
審
者

対
応
の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
複
数
で
登
下

校
す
る
こ
と
や
決
め
ら
れ
た
通
学
路
を
通

り
、
暗
く
な
る
前
に
帰
宅
す
る
こ
と
等
を

指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
安
全
マ
ッ
プ
の

活
用
状
況
の
情
報
収
集
等
に
努
め
、
関
係

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

機
関
と
連
携
し
て
、
共
同
体
制
の
構
築
を

行
い
、
安
全
確
保
が
一
層
徹
底
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

　
　
　

今
ま
で
に
登
下
校
の
実
態
調
査
を

行
っ
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　

特
に
実
態
調
査
を
行
っ
た
こ
と

は
な
い
。
し
か
し
、
大
阪
府
北
部
地
震
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
に
よ
る
小
学
生
の
死

亡
事
故
を
踏
ま
え
、
通
学
路
の
学
校
以
外

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
性
を
確
認
す
る
等

の
実
態
調
査
を
行
い
、
対
応
を
協
議
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

保
護
者
に
登
下
校
及
び
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
、
ま
た
、
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
基
準
を
見
直
し
て
み

て
は
。

議
員

教
育
長

議
員

　
　
　
　

現
時
点
で
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
基
準
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
。

し
か
し
、
登
下
校
の
実
態
や
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
は
今

後
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
あ
り
方
を
考
え
る

上
で
大
切
で
あ
り
、
実
態
把
握
に
努
め
る

と
と
も
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も
手
法
の
一
つ

と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

スクールバス

　
　
　

ロ
イ
ヤ
ル
胎
内
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の

客
室
で
は
、
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

予
定
か
。

教
育
長W

ｉ
―

Ｆ
ｉ

�

に
つ
い
て

議
員

　
　
　

ロ
ビ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
平
成
28
年

に
整
備
し
て
あ
る
が
、
客
室
に
つ
い
て

は
、
現
在
未
整
備
で
あ
り
、
有
益
性
に
鑑

み
、
財
政
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
補
助

金
等
を
活
用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
で
き

る
だ
け
早
期
に
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　
　

樽
ヶ
橋
遊
園
も
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
未
整

備
で
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　

現
在
進
め
て
い
る
樽
ヶ
橋
遊
園
施

設
改
修
工
事
と
合
わ
せ
て
、
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ

も
同
時
に
整
備
で
き
れ
ば
、
ロ
イ
ヤ
ル
胎

内
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
の
客
室
と
同
じ
く
、
整

備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
と
い
う

認
識
で
あ
る
。

市
長

議
員

市
長

八幡 元弘 議員

小
学
生
、
中
学
生
の
登
下
校

�

及
び
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ
い
て

　
　
　

検
討
の
中
で
も
駅
周
辺
と
い
う

意
見
が
出
た
。
学
生
の
利
用
を
考
え
れ

ば
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
公
民
館
の
よ
う

な
機
能
を
持
た
せ
た
場
合
に
な
れ
ば
状

況
は
変
わ
る
だ
ろ
う
し
、
芸
術
・
文
化

施
設
と
考
え
た
場
合
に
は
緑
の
あ
る
落

ち
着
い
た
場
所
が
良
い
と
い
う
考
え
も

あ
る
。
そ
れ
ら
も
踏
ま
え
て
今
後
、
検

討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
新
潟
県
知
事
選
挙
に
つ
い
て

市
長

〈 Wi-Fi 整備済みの主な施設 〉

施　

設　

名

 ロイヤル胎内パークホテル
 （※客室等一部は除く）

 奥胎内ヒュッテ
 胎内スキー場
 観光交流センター
 きのと観光物産館
 総合体育館（ぷれすぽ胎内）
 胎内市美術館
 市内全ての小・中学校
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

昨
年
、
胎
内
市
の
人
口
が
３
万

人
を
割
っ
た
が
、
新
発
田
市
で
は
昨
年

度
よ
り
新
築
・
中
古
住
宅
取
得
に
対
し

て
最
大

180
万
円
の
補
助
を
す
る
定
住
支

援
事
業
を
始
め
た
。
昨
年
度
実
績
で
30

件
、
今
年
度
で
お
よ
そ
９
件
の
申
請
が

あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
住
宅
支
援

は
市
税
や
地
域
の
消
費
活
動
を
考
え
れ

ば
バ
ラ
マ
キ
に
は
当
た
ら
な
い
。
定
住

促
進
に
力
を
い
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
新

発
田
市
は
２
０
４
０
年
の
人
口
予
測
を

こ
れ
ま
で
の
も
の
よ
り
７
千
人
ほ
ど
多

く
な
る
見
通
し
を
し
て
い
る
。

　

い
ち
早
く
保
育
料
無
償
化
に
取
り
組

ん
だ
聖
籠
町
や
今
回
の
新
発
田
市
が
魅

力
的
な
支
援
を
行
う
中
で
定
住
自
立
圏

を
組
む
胎
内
市
が
一
人
負
け
と
い
う
こ

議
員

と
に
な
ら
な
い
よ
う
望
む
が
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

　
　
　

転
入
者
の
住
宅
支
援
に
つ
い
て

他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
は
把
握
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
恒
久
的
な
財
源

が
無
い
中
で
は
、
ま
ず
子
育
て
支
援
や

教
育
で
地
域
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　

近
年
の
厳
し
い
財
政
状
況
も
あ

り
、
一
時
に
比
べ
、
生
涯
学
習
施
設
建
設

は
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
よ
う
に
感
じ
る
。

し
か
し
な
が
ら
自
主
財
源
に
こ
だ
わ
ら
ず

と
も
、
民
間
と
共
同
で
行
う
※

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

市
長市

民
交
流
の
拠
点
と

�

な
る
生
涯
学
習
施
設
を

議
員

式
や
新
発
田
市
の
イ
ク
ネ
ス
の
よ
う
に
国

の
ま
ち
な
か
再
生
事
業
補
助
金
の
よ
う
な

活
用
も
考
え
ら
れ
る
。
昨
年
に
は
検
討
委

員
会
も
立
ち
上
げ
た
と
の
こ
と
だ
が
現
状

に
つ
い
て
伺
う
。

　

公
共
施
設
等
の
建
設
、
維
持
管
理
、
運
営

等
を
民
間
の
資
金
、
経
営
能
力
及
び
技
術

的
能
力
を
活
用
し
て
行
う
新
し
い
手
法
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ

現在の市図書館

　
　
　

２
月
と
５
月
に
会
議
を
開
い
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
年
度
末
ま
で
に
は
方
向
性

を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

建
設
場
所
と
し
て
７
月
に
供
用

開
始
と
な
る
中
条
駅
舎
の
近
く
で
あ
れ

ば
学
生
の
利
用
も
見
込
め
周
辺
・
エ
リ

ア
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
い

か
が
か
。

市
長

議
員

　
　
　

検
討
の
中
で
も
駅
周
辺
と
い
う

意
見
が
出
た
。
学
生
の
利
用
を
考
え
れ

ば
そ
う
で
あ
ろ
う
が
、
公
民
館
の
よ
う

な
機
能
を
持
た
せ
た
場
合
に
な
れ
ば
状

況
は
変
わ
る
だ
ろ
う
し
、
芸
術
・
文
化

施
設
と
考
え
た
場
合
に
は
緑
の
あ
る
落

ち
着
い
た
場
所
が
良
い
と
い
う
考
え
も

あ
る
。
そ
れ
ら
も
踏
ま
え
て
今
後
、
検

討
し
て
い
く
。

民間開発の進む中条駅西口

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
新
潟
県
知
事
選
挙
に
つ
い
て

市
長

森本 将司 議員

若
者
が
定
住
し
や
す
い
胎
内
市
に

7
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
防
犯
体
制

の
強
化
を
図
り
、
安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
る
べ
き
と
思
う
が
、
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

　
　
　

胎
内
市
で
は
子
ど
も
見
守
り
隊
と

防
犯
組
合
連
合
会
を
中
心
と
し
て
防
犯
活

動
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
行
政
・

学
校
・
警
察
・
地
域
が
情
報
を
共
有
し
、

連
携
し
て
取
り
組
む
体
制
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
買
い
物
や
散
歩
を
し
な
が
ら
取

り
組
む
「
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

北
公
園
の
安
全
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

見
通
し
を
よ
く
す
る
た
め
樹
木
の

剪
定
を
施
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
の
設
置
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
北

公
園
以
外
の
公
園
も
点
検
を
行
う
。

議
員

市
長

議
員

市
長

　
　
　

登
下
校
時
の
見
守
り
や
安
全
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　

小
学
校
に
は
安
全
マ
ッ

プ
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
更
新
や
周
知
に

つ
い
て
は
今
後
把
握
し
、
ど
う
い
っ
た
取

り
組
み
が
可
能
か
検
討
す
る
。

　
　
　

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取
得
の
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
市
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

平
成
28
年
に
1
人
取
得
し
た
が
そ

の
後
は
な
い
。
今
後
も
地
道
に
働
き
か

け
、
活
用
さ
れ
る
職
場
の
風
土
を
作
っ
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
企
業
と
も
話
し
合
い

を
進
め
た
い
。

　
　
　

子
育
て
応
援
カ
ー
ド
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。

　
　
　

現
在
34
店
舗
が
協
賛
店
と
し
て
登

録
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続

き
協
力
依
頼
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

健
康
寿
命
の
増
進
に
つ
い
て
、
市

の
取
り
組
み
を
伺
う
。　

議
員

学
校
教
育
課
長

子
育
て
支
援
策

�

に
つ
い
て

議
員

市
長

議
員

市
長高

齢
者
福
祉

�
に
つ
い
て

議
員

　
　
　

今
年
度
か
ら
は
、
保
健
師
や
理
学

療
法
士
が
訪
問
し
て
お
り
、
通
い
と
訪
問

の
両
面
か
ら
予
防
対
策
を
実
施
し
て
い

る
。
課
題
と
し
て
、
生
活
機
能
が
低
下
し

て
い
る
高
齢
者
や
、
閉
じ
こ
も
り
等
何
ら

か
の
支
援
を
必
要
と
す
る
方
の
早
期
発
見

と
支
援
、
関
係
機
関
と
の
情
報
共
有
を
よ

り
一
層
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　
　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
進
捗
状
況
は
ど
う
か
伺
う
。

　
　
　

各
種
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

多
く
の
市
民
の
方
が
受
講
し
て
い
て
、
サ

ロ
ン
の
立
ち
上
げ
に
参
画
す
る
な
ど
の

連
携
が
図
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た

方
々
の
よ
り
一
層
の
連
携
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

市
長

議
員

市
長

佐藤 陽志 議員

安
心
で
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

子ども見守り隊

地域サポーター養成講座
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胎内市議会だより　56号平成30年8月10日

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

地
域
経
済
効
果
に
つ
い
て
実
態
を

明
ら
か
に
す
べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　
　
　

高
額
で
な
い
手
法
で
費
用
対
効
果

を
検
証
で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　

樽
が
橋
エ
リ
ア
は
市
や
財
団
な
ど

多
部
署
が
か
か
わ
っ
て
い
る
た
め
管
理
の

一
元
化
、
情
報
の
共
有
化
が
求
め
ら
れ
る

が
改
善
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

月
１
回
７
施
設
の
運
営
者
会
議
を

開
催
し
情
報
の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。
共

通
利
用
券
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

胎
内
平
エ
リ
ア
の
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
は
、「
た
い
な
い
・
学
び
と
安
ら
ぎ
の

里
」
で
、
整
備
は
行
き
届
い
て
い
る
が
観

光
に
十
分
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　

胎
内
平
エ
リ
ア
の
憩
い
の
場
と
し

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

て
の
Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
か
も
し
れ
な
い
の

で
情
報
の
発
信
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

中
条
駅
か
ら
「
の
れ
ん
す
号
」
を

利
用
で
き
な
い
か
。

　
　
　

土
・
日
曜
日
に
「
の
れ
ん
す
号
」

の
運
行
を
拡
充
で
き
る
か
考
え
て
い
く
。

議
員

市
長

　
　
　

胎
内
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

土
・
日
曜
日
に
預
け
ら
れ
る
保
育
園
を
増

や
し
て
ほ
し
い
と
あ
っ
た
。
実
態
は
。

　
　
　

土
曜
日
は
全
保
育
園
で
、
日
曜

日
は
公
立
園
５
園
の
う
ち
３
園
で
、
私

立
園
で
は
５
園
全
て
で
対
応
。
土
曜
日

は
公
立
園
４．１
％
、私
立
園
８．３
％
。
日
曜
日
・

祝
日
は
公
立
園
０．３
％
、
私
立
園
０．６
％
の

利
用
。

　
　
　

普
段
見
て
も
ら
っ
て
い
る
園
で
対

応
す
べ
き
。
布
団
を
持
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
不
公
平
で
あ
る
。 

　
　
　

利
用
者
が
少
な
い
日
曜
日
は
体
制

整
備
と
し
て
困
難
。
ご
理
解
賜
り
た
い
。

　
　
　

雇
用
促
進
協
議
会
で
職
場
環
境
に

つ
い
て
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

　
　
　

今
後
は
、
産
休
・
育
休
の
取
得

や
労
働
時
間
と
賃
金
の
適
正
化
な
ど
、

職
場
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
取
り
上
げ

た
い
。

　
　
　

労
働
者
の
帰
宅
時
間
が
遅
く
な
っ

て
い
る
。
市
の
職
員
も
帰
り
が
遅
い
と
家

族
か
ら
聞
く
が
。

　
　
　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
面
か
ら
も
市

職
員
の
労
働
実
態
の
把
握
を
強
め
た
い
。

子
育
て
と
両
立
で
き
る

�

職
場
環
境
に
つ
い
て

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

　
　
　

西
口
に
も
留
め
置
き
で
き
る
駐
車

場
を
。

　
　
　

東
口
市
営
駐
車
場
は
月
極
め
枠
を

減
ら
し
て
一
般
利
用
枠
を
拡
大
し
た
い
。

西
口
の
留
め
置
き
で
き
る
駐
車
場
は
予
定

し
て
い
な
い
が
、
何
ら
か
の
支
障
が
あ
れ

ば
民
間
駐
車
場
の
活
用
な
ど
改
善
策
を
講

じ
た
い
。

中
条
駅
西
口
の

�

駐
車
場
に
つ
い
て

議
員

市
長

羽田野孝子 議員

胎
内
リ
ゾ
ー
ト
活
性
化
10
年
の

�

総
括
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

胎内平芝生広場

中条駅西口
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胎内市議会だより　56号平成30年8月10日

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

地
域
防
災
会
議
等
で
、
発
災
時

の
避
難
所
運
営
な
ど
に
お
い
て
女
性
の

視
点
に
立
っ
た
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い

る
か
。

　
　
　
　
　

現
在
、
女
性
委
員
は
入
っ

て
い
な
い
。
自
主
防
災
組
織
の
女
性
役

員
や
、
女
性
防
災
士
に
も
今
後
、
地
域

防
災
会
議
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
す
る
。

　
　
　

女
性
の
た
め
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
作
成
、
配
布
ま
た
、
女
性
の
視
点
に

立
っ
た
防
災
対
策
の
セ
ミ
ナ
ー
や
講
演
会

を
開
催
す
る
考
え
は
。

　
　
　

防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
改
訂
の
際

に
、
女
性
や
子
ど
も
な
ど
の
視
点
に
立
っ

た
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
か
ら
防
災
関
連
研

議
員

総
務
課
長

議
員

市
長

修
会
を
実
施
し
て
お
り
、
継
続
し
て
開
催

し
て
い
く
。

　
　
　

子
ど
も
の
安
全
、
安
心
に
向
け
た

学
校
と
地
域
の
協
力
体
制
の
構
築
は
。

　
　
　
　

学
校
、
家
庭
、
地
域
で
共
有
す

る
た
め
の
安
全
マ
ッ
プ
の
作
成
や
、
定
期

的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
警
察
署
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
児
童
生
徒
の
登
下
校
の
見
守
り
体
制

の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　

散
歩
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
な
が

ら
地
域
の
安
全
を
見
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
呼
び
か
け
を
し
て
い
く
考
え
は
。

　
　
　

地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
中
で
見

守
り
が
行
わ
れ
る
仕
組
み
は
有
益
と
考
え

る
。
関
係
機
関
と
協
議
し
、
よ
り
よ
い
防

犯
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

　
　
　

小
中
学
校
に
お
い
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
り
扱
い
と
心
肺
蘇
生
教
育
の
現
状
と
今

後
の
方
向
性
は
。

　
　
　
　

中
学
校
で
は
３
年
生
の
保
健
体

育
の
授
業
に
お
い
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
や
心
肺
蘇
生
法
に
係
る
講
習
会
を
実
施

し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
的
に
開
催
し
て

地
域
の
防
犯
対
策

�

に
つ
い
て

議
員

教
育
長

議
員

市
長Ａ

Ｅ
Ｄ
の
効
果
的

�

活
用
に
つ
い
て

議
員

教
育
長

い
く
。

　
　
　

小
中
学
校
施
設
で
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、

夜
間
や
休
日
等
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た

め
、
緊
急
時
や
災
害
時
に
使
用
で
き
な

い
。
屋
外
型
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
収
納
ボ
ッ
ク
ス
を

導
入
し
、
24
時
間
使
え
る
よ
う
に
で
き
な

い
か
。

　
　
　
　

管
理
面
や
コ
ス
ト
面
で
の
課
題

が
あ
り
、
当
面
現
状
維
持
の
考
え
で
あ
る

が
、
先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

教
育
長

渡辺 栄六 議員

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
に

�

配
慮
し
た
防
災
対
策
に
つ
い
て

東京都で配布している防災ハンドブック

AED屋外型収納ボックス
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胎内市議会だより　56号平成30年8月10日

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

買
物
弱
者
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
る
方

は
、
必
要
に
応
じ
て
ヘ
ル
パ
ー
に
食
品
や

日
用
品
等
の
生
活
必
需
品
を
買
っ
て
き
て

も
ら
う
買
物
代
行
サ
ー
ビ
ス
や
、
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
付
き
添
っ
て
も
ら
い
な
が
ら

買
い
物
を
す
る
買
い
物
同
行
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　

先
進
地
の
取
り
組
み
の
事
例
な
ど

も
あ
る
食
料
品
等
の
集
落
へ
の
移
動
販
売

等
の
支
援
な
ど
で
き
な
い
か
。

　
　
　

今
後
移
動
販
売
に
関
す
る
聞
き
取

り
調
査
な
ど
を
行
い
、
総
合
的
に
判
断
し

た
中
で
買
い
物
支
援
を
行
う
必
要
性
が
高

い
と
い
う
判
断
に
至
れ
ば
、
買
い
物
に
関

す
る
非
常
に
不
都
合
、
不
自
由
を
抱
え
て

議
員

市
長

議
員

市
長

い
る
高
齢
者
の
方
等
が
多
い
こ
と
を
考
え

た
上
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
検
討
を
深
め

る
。

　
　
　

生
活
困
窮
者
へ
の
相
談
窓
口
は
ど

の
よ
う
な
体
制
か
伺
う
。

　
　
　

平
成
27
年
度
か
ら
生
活
に
困
っ
て

い
る
方
に
対
す
る
相
談
窓
口
業
務
の
ほ

か
、
就
労
支
援
や
家
庭
相
談
、
子
供
の
学

習
支
援
業
務
を
胎
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
、
せ
い
か
つ
応
援
セ
ン
タ
ー
胎

内
市
社
協
と
し
て
、
専
門
の
支
援
相
談
員

３
名
に
よ
り
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
、
問
題
の
解
決
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

そ
の
相
談
件
数
及
び
現
状
と
課
題

を
ど
う
捉
え
て
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

平
成
29
年
度
に
お
け
る
相
談
件
数

は
延
べ
２
千
174
件
で
、
最
も
多
か
っ
た
の

は
生
活
費
や
債
務
な
ど
家
計
に
関
す
る
相

談
で
１
千
328
件
、
次
に
多
か
っ
た
の
は
就

労
に
関
す
る
相
談
で
623
件
で
あ
っ
た
。
よ

り
相
談
し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
て
、
広

報
等
で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

生
活
困
窮
者
を
ど
の
よ
う
に
把
握

し
、
支
援
を
決
定
す
る
基
準
を
伺
う
。

生
活
困
窮
者

�

支
援
に
つ
い
て

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

　
　
　

把
握
の
方
法
は
、
直
接
本
人
か
ら

の
申
し
出
の
ほ
か
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
民
生
委
員
、
地
域
の
住
民
や
知
人

か
ら
の
紹
介
に
よ
り
面
談
や
調
査
を
行

い
、
状
況
を
把
握
し
て
い
る
現
状
。
支
援

の
決
定
は
、
具
体
的
な
基
準
を
設
け
て
な

い
が
、
専
門
の
相
談
支
援
員
に
よ
る
聞
き

取
り
調
査
を
行
っ
た
上
で
、
相
談
者
の
事

情
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
決
定
し
て
る
現

状
で
あ
る
。

市
長

坂上 清一 議員

高
齢
者
の
生
活
支
援
に
つ
い
て

先進地で実施されている移動販売

せいかつ支援センター胎内市社協
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胎内市議会だより　56号平成30年8月10日

質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

文
科
省
は
夏
場
、
教
室
の
望
ま
し

い
温
度
は
30
度
以
下
で
は
な
く
、
28
度
以

下
と
全
国
の
小
中
学
校
や
高
校
な
ど
に
温

度
基
準
を
約
半
世
紀
ぶ
り
に
見
直
し
、
全

国
に
通
知
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
普
通
教

室
に
対
し
、
計
画
的
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

多
額
の
費
用
負
担
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
扇
風
機
を
設
置
し
、
対
応

し
て
い
る
。
学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
な

ど
も
勘
案
し
計
画
し
た
い
。

　
　
　

子
ど
も
食
堂
は
、
ま
だ
１
カ
所
だ

が
、
市
長
の
子
ど
も
食
堂
に
対
す
る
役
割

議
員

教
育
長子

ど
も
食
堂
の

�

開
設
に
つ
い
て

議
員

に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
う
。

　
　
　

貧
困
そ
の
他
の
理
由
で
望
ま
し
い

食
事
の
内
容
を
確
保
で
き
な
い
子
供
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
な
ど
大
変

重
要
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

現
状
を
検
証
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
始

め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
市

と
し
て
協
力
で
き
る
こ
と
は
し
た
い
。

市
長

　
　
　

せ
め
て
低
所
得
者
、
多
子
世
帯
へ

の
助
成
を
行
い
、
経
済
的
に
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
市
政
を
進
め
る
べ

き
だ
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

現
在
就
学
援
助
実
施
要
綱
に
基

づ
き
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に

対
し
、
就
学
に
必
要
な
経
費
の
一
部
の
援

助
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
学
校
給

食
費
に
つ
い
て
も
援
助
費
目
と
な
っ
て
お

り
、
実
費
額
を
支
給
し
て
い
る
。

　
　
　

多
子
世
帯
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

小
学
校
、
中
学
校
に

在
籍
す
る
子
が
３
人
以
上
い
る
世
帯
に
つ

い
て
は
83
世
帯
で
あ
る
。
就
学
援
助
を
算

定
す
る
際
に
は
家
族
構
成
等
も
勘
案
し
た

中
で
基
準
額
の
上
限
が
変
わ
っ
て
く
る
の

で
、
難
し
い
。

　
　
　

介
護
保
険
料
は
高
く
、
そ
の
負
担

は
も
う
限
界
で
あ
る
と
い
う
部
分
に
つ
い

て
、
過
去
の
議
会
質
問
で
再
三
指
摘
し
て

学
校
給
食
費
の

�

助
成
に
つ
い
て

議
員

教
育
長

議
員

学
校
教
育
課
長

介
護
保
険
の

�
減
免
に
つ
い
て

議
員

き
た
が
、
取
り
急
ぎ
減
免
制
度
で
生
活
を

守
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
減

免
件
数
は
何
件
あ
っ
た
か
。

　
　
　

平
成
12
年
に
介
護
保
険
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
て
以
来
、
延
べ
10
人
の
方
に
対

し
て
減
免
を
し
た
。

　
　
　

前
年
度
は
１
件
し
か
な
い
。
所
得

段
階
の
保
険
料
の
第
１
段
階
か
ら
第
３
段

階
は
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
の
非
課
税
世

帯
で
あ
っ
て
、
該
当
す
る
の
で
は
な
い

か
、
減
免
を
き
ち
っ
と
す
べ
き
で
な
い

か
。

　
　
　
　
　
　
　

実
際
に
減
免
対
象
と
な

る
の
は
200
人
程
度
の
可
能
性
が
あ
る
が
、

な
お
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

市
長

議
員

福
祉
介
護
課
長

丸山 孝博 議員

小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

57
年
、
中
学
校
で
は
46
年
経
過
し
て
い

る
。
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
施
設
な
ど

の
長
寿
命
化
に
む
け
た
対
策
、
予
防
安
全

化
、
建
て
替
え
等
の
対
策
内
容
を
方
向
づ

け
安
心
安
全
に
学
べ
る
教
育
環
境
を
第
一

に
考
え
て
い
く
。

　

郊
外
部
活
動
で
の
安
全
確
保
等
の
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
あ
る
。

　

保
健
体
育
事
業
で
は
、
柔
道
で
は
な
く

剣
道
を
視
野
に
入
れ
て
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

西本町第三の子ども食堂

学校給食

12
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

３
月
議
会
質
問
に
お
い
て
、
中
条

ま
つ
り
の
日
程
を
四
日
間
か
ら
、
本
来
の

三
日
間
に
戻
す
こ
と
を
伺
っ
た
。
質
問
結

果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

中
条
ま
つ
り
実
行
委
員
会
総
会
に

お
い
て
意
見
を
伺
い
、
こ
れ
ま
で
通
り
の

開
催
が
望
ま
し
い
と
の
意
見
を
頂
い
た
。

　
　
　

ま
つ
り
最
終
日
に
は
、
露
天
商
の

店
も
居
な
く
な
り
、
山
車
を
曳ひ

く
若
者
だ

け
が
残
る
だ
け
で
、
寂
し
い
祭
り
と
な
っ

て
い
る
か
ら
、
本
来
、
三
日
間
の
「
ま
つ

り
」
ら
し
さ
の
賑
わ
い
が
残
る
日
程
を
組

ん
で
頂
き
た
い
と
云
う
事
で
あ
り
、
考
え

る
こ
と
が
出
来
な
い
の
か
。

　
　
　

市
が
、
一
方
的
に
決
め
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
今
ま
で
通
り
と
、
最
終
結
論

と
す
る
。

議
員

市
長

議
員

市
長

　
　
　

各
小
学
校
児
童
の
登
下
校
時
に
お

け
る
防
犯
、
安
全
性
、
通
学
路
の
道
路
交

通
規
制
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の
た

め
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
、
警
察
等
の
連

携
に
よ
り
地
域
ぐ
る
み
の
安
全
対
策
を
一

層
充
実
し
た
も
の
に
す
る
。

　
　
　

安
全
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る

が
、
大
人
の
目
線
で
の
怖
さ
と
、
児
童
か

ら
見
る
目
線
の
怖
さ
が
あ
る
。

　

も
う
一
度
検
証
し
、
多
く
の
児
童
た
ち

が
確
認
で
き
る
場
所
に
張
り
、
危
険
個
所

が
あ
れ
ば
新
た
に
マ
ー
ク
を
付
け
る
な

ど
、
他
の
児
童
生
徒
に
も
共
有
で
き
る
よ

う
に
出
来
な
い
か
。

　
　
　
　

云
わ
れ
る
よ
う
な
案
を
取
り
入

れ
、
児
童
生
徒
た
ち
と
安
全
マ
ッ
プ
を
作

成
す
る
。

　
　
　

今
後
、
中
条
小
中
学
校
の
大
規
模

改
修
計
画
が
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
中
条
中
学
校
に
隣
接
し
た
武
道

館
が
取
り
壊
さ
れ
、
保
健
体
育
授
業
に
支

障
が
生
じ
る
な
ど
、
ま
た
、
部
活
動
が
郊

外
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
移
動

時
の
安
全
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

一
番
古
い
建
物
で
、
小
学
校
は

学
校
関
連

�

に
つ
い
て

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

57
年
、
中
学
校
で
は
46
年
経
過
し
て
い

る
。
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
施
設
な
ど

の
長
寿
命
化
に
む
け
た
対
策
、
予
防
安
全

化
、
建
て
替
え
等
の
対
策
内
容
を
方
向
づ

け
安
心
安
全
に
学
べ
る
教
育
環
境
を
第
一

に
考
え
て
い
く
。

　

郊
外
部
活
動
で
の
安
全
確
保
等
の
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
あ
る
。

　

保
健
体
育
事
業
で
は
、
柔
道
で
は
な
く

剣
道
を
視
野
に
入
れ
て
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

佐藤 武志 議員

中
条
ま
つ
り
の
質
問
結
果
に
つ
い
て

中条まつりと花火

旧武道場での武道授業の様子
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胎内市議会だより　56号平成30年8月10日

　第２回定例会は、６月１２日から６月２９日までの１８日間にわたって開催されました。市長提出議案について
は、専決処分の承認３件、補正予算４件、条例の一部改正９件、人事案件２件、その他１件が審議されました。また、
議員提出議案では、条例の一部改正１件、意見書１件が審議され、次のとおり議決されました。

可決（承認・適任・同意）された議案
平成 30 年度補正予算 条例の一部改正
・ 一般会計補正予算（第１号）【専決】
・ 一般会計補正予算（第２号）
・ 一般会計補正予算（第３号）
・ 介護保険事業特別会計補正予算（第１号）
・ 簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

・ 税条例等の一部を改正する条例【専決】
・ 国民健康保険税条例の一部を改正する条例【専決】
・ 社会体育施設条例の一部を改正する条例
・ ひとり親家庭等の医療費助成に関する条例の一部を改正する

条例
・ 重度心身障害者医療費助成に関する条例の一部を改正する条

例
・ 介護保険条例の一部を改正する条例
・ 都市公園条例の一部を改正する条例
・ 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例
・ 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例
・ 地域包括支援センターの設置者が遵守すべき基準を定める条

例の一部を改正する条例
・ 税条例の一部を改正する条例

人事案件
・ 人権擁護委員候補者の推薦について
　　市村 美由紀 氏（東本町）
・ 教育委員会教育長の任命について
　　中澤　毅 氏（若松町）
その他
・ 字の変更について

議員発議
・ 胎内市議会委員会条例及び胎内市議会基本条例の一部を改正する条例【提案者：薄田智 議員】
　内容： 次の一般選挙から議員定数が 18 人から 16 人に削減されることに伴い、現在ある４つの常任委員会を３常任委

員会に再編し、定数をそれぞれ「10」として、議長を除く全議員が２つの常任委員会に所属するもの。
・ 適正規模の少人数学級実現、義務教育費国庫負担制度２分の１復元に係る意見書【提案者：坂上清一 議員】
　内容： 子どもたちの教育の機会均等が担保され、教育水準が維持・向上するよう少人数学級の推進、義務教育費国庫負

担制度２分の１復元に係る意見書を国の関係機関に提出するもの。

平成 30 年 第２回定例会議決結果

　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
交
流
棟
を
、
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
の

総
合
的
な
支
援
の
た
め
に
整
備
す
る
「
家
で
も
学
校
で
も
な

い
第
三
の
居
場
所
」
と
し
て
活
用
し
た
く
、
社
会
体
育
施
設

と
し
て
の
供
用
を
廃
止
す
る
こ
と
に
つ
い
て
諮
る
も
の
で
あ

る
。
整
備
を
予
定
し
て
い
る
「
第
三
の
居
場
所
」
に
つ
い
て

は
B
＆
G
財
団
が
全
国
的
に
整
備
を
進
め
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
胎
内
市
に
お
い
て
も
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら
助
成
を
受
け
設

置
し
た
い
。
助
成
額
に
つ
い
て
は
開
設
費
の
４
千
万
円
、
運

営
費
は
３
年
間
で
総
額
５
千
万
円
が
上
限
で
あ
り
、
助
成
率

は
100
％
で
あ
る
。

　
　
　

４
月
か
ら
ど
う
い
う
体
制
で
管
理
運
営
し
て
い
く
の

か
。

　
　
　

正
副
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
１
名
ず
つ
、
ス
タ
ッ
フ
１
名
を

助
成
金
を
受
け
て
配
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
拠
点
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
意
図
的
計
画
的
に
子
ど
も
た
ち
に
応

じ
た
指
導
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
り
ど
う
い
う
改
善
が
さ
れ
た

か
と
い
う
と
こ
ろ
の
記
録
も
と
っ
て
行
き
た
い
。
３
年
間
の

事
業
の
中
で
そ
う
い
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

胎
内
市
社
会
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

常
任
委
員
会
審
査

総
務
文
教

　

そ
の
他
付
託
さ
れ
た
１
件
に
つ
い
て
も

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

　

こ
れ
は
県
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
事
業
実
施
要
綱
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
及
び
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
等
の
法
律
に
お
け
る
「
控
除
対
象
配

偶
者
」
の
規
定
の
見
直
し
に
よ
り
、
当
該

条
例
で
規
定
す
る
文
言
が
改
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
　

控
除
対
象
配
偶
者
と
同
一
生
計
配

偶
者
の
違
い
は
何
か
。

　
　
　

今
回
の
税
制
改
正
で
配
偶
者
控
除

を
う
け
ら
れ
る
者
は
、
合
計
所
得
金
額
1

厚
生
環
境

胎
内
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
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千
万
円
以
下
の
者
に
限
定
さ
れ
る
。
ま

た
、
合
計
所
得
金
額
が
900
万
円
を
超
え
る

も
の
の
配
偶
者
控
除
額
は
引
き
下
げ
ら
れ

る
。
一
方
、
配
偶
者
特
別
控
除
の
対
象
と

な
る
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
は
123
万
円

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
従
前
の
控
除
対
象
配

偶
者
と
い
う
文
言
が
同
一
生
計
配
偶
者
と

い
う
言
葉
に
置
き
換
わ
る
。

　

こ
れ
は
、
国
が
定
め
る
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
改
正
に
伴
い
、

放
課
後
児
童
支
援
員
の
基
礎
資
格
に
つ
い

て
、
拡
大
及
び
規
定
の
趣
旨
を
明
確
に
し

た
こ
と
に
よ
り
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
。

　
　
　

現
在
、
支
援
員
と
そ
れ
以
外
で
事

業
に
携
わ
る
人
数
は
。

　
　
　

常
勤
支
援
員
が
13
名
、
代
替
え
要

員
が
15
名
で
あ
る
。

　
　
　

5
年
以
上
従
事
し
た
も
の
で
市
長

が
適
当
と
認
め
れ
ば
支
援
員
と
な
れ
る
と

の
こ
と
だ
が
、
施
行
さ
れ
た
時
点
ま
で
の

期
間
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

そ
の
よ
う
な
計
算
で
、
通
算
5
年

経
過
で
支
援
員
と
な
る
。

胎
内
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

そ
の
他
付
託
さ
れ
た
１
件
に
つ
い
て
も

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
た
。

総合グランド交流棟

　

こ
れ
は
県
の
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
事
業
実
施
要
綱
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
及
び
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
等
の
法
律
に
お
け
る
「
控
除
対
象
配

偶
者
」
の
規
定
の
見
直
し
に
よ
り
、
当
該

条
例
で
規
定
す
る
文
言
が
改
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
改
正
を
行
う
も
の
。

　
　
　

控
除
対
象
配
偶
者
と
同
一
生
計
配

偶
者
の
違
い
は
何
か
。

　
　
　

今
回
の
税
制
改
正
で
配
偶
者
控
除

を
う
け
ら
れ
る
者
は
、
合
計
所
得
金
額
1

厚
生
環
境

胎
内
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

現
在
、
胎
内
市
は
ぷ
れ
す
ぽ
胎
内
の

他
、
15
の
体
育
施
設
を
指
定
管
理
者
制
度

で
管
理
し
て
い
る
が
、
今
年
度
で
契
約
が

終
了
と
な
る
。
そ
こ
で
来
年
度
の
契
約
か

ら
は
、
社
会
体
育
施
設
に
限
ら
ず
、
都
市

公
園
条
例
内
の
国
際
交
流
公
園
と
鴻
ノ
巣

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
も
管
理
施
設
に
加
え
一
元

化
管
理
出
来
る
よ
う
に
都
市
公
園
条
例
を

改
正
す
る
も
の
。

　
　
　

現
状
の
管
理
状
況
は
。

　
　
　

29
年
度
の
利
用
状
況
と
し
て
、
国

際
交
流
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
１
万
724

人
、
鴻
ノ
巣
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
２
千

33
人
で
あ
る
。
経
費
は
人
件
費
の
み
で
90

万
円
で
あ
る
。

　
　
　

使
用
料
が
指
定
管
理
者
の
収
入
に

な
る
と
い
う
が
、
い
く
ら
の
見
込
み
か
。

　
　
　

30
年
度
見
込
み
で
国
際
交
流
公
園

が
24
万
５
千
円
、
鴻
ノ
巣
公
園
が
14
万
５

千
円
で
あ
る
。

付
託
さ
れ
た
他
５
件
に
つ
い
て
も
可
決
す

べ
き
と
決
定
し
た
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
259
万
２
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
２
億
99
万
２
千
円
と

す
る
も
の
。
歳
出
と
し
て
は
下
館
地
内
の

消
火
栓
設
置
工
事
に
係
る
工
事
請
負
費
を

増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。
歳
入
は
諸
収
入

を
増
額
す
る
も
の
。

　
　
　

大
阪
の
震
災
に
お
い
て
水
道
管
の

破
損
し
た
例
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
簡
易

水
道
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
な
計

画
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

配
水
管
の
耐
用
年
数
は
40
年
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
耐
用
年
数
を
見
な

が
ら
更
新
計
画
を
立
て
て
順
次
入
れ
替
え

を
行
っ
て
い
き
た
い
が
、
財
源
が
伴
わ
な

い
と
更
新
で
き
な
い
の
で
、
財
源
確
保
の

上
で
計
画
し
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り

平
成
30
年
度
胎
内
市
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

胎
内
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

国際交流公園テニスコート

15



胎内市議会だより　56号平成30年8月10日

◎
５
月
21
日
～
23
日

◎
宮
城
県
登
米
市
・
青
森
県
八
戸
市

【
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
・
６
次
産
業
化
】

　

登
米
市
は
人
口
約
８
万
人
、
水
稲
作
付

面
積
１
０
、
３
２
５
ha
、
食
用
牛
飼
養
頭

数
２
５
、
４
０
２
頭
で
、
農
業
産
出
額
は

約
315
億
円
で
あ
り
、
県
内
１
位
と
な
っ
て

い
る
。
耕
畜
連
携
の
先
進
地
で
も
あ
り
、

環
境
循
環
型
農
業
を
全
地
域
に
展
開
し
全

体
の
約
80
％
が
環
境
保
全
米
作
付
で
あ

る
。
環
境
保
全
型
農
業
の
取
組
や
品
質
・

出
荷
に
係
る
厳
し
い
認
定
基
準
を
定
め
登

米
ブ
ラ
ン
ド
米
と
し
て
全
国
に
提
供
し
て

い
る
。

【
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
】

　

賑
わ
い
の
創
出
や
観
光
と
地
域
文
化
の

振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
23
年
に

八
戸
市
中
心
街
に
地
上
５
階
建
て
で
整
備

さ
れ
、
年
間
100
万
人
が
訪
れ
て
い
る
。
館

内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
に

お
い
て
、
市
民
が
行
う
展
示
や
公
演
等
で

地
元
の
人
々
と
触
れ
合
え
る
ほ
か
、
八
戸

の
歴
史
、
文
化
、
見
ど
こ
ろ
魅
力
な
ど
が

分
か
り
や
す
く
展
示
さ
れ
、
市
内
各
地
へ

行
政
視
察
報
告

産
業
観
光
常
任
委
員
会

誘
導
す
る
玄
関
口
と
し
て
の
機
能
を
有
し

て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

中
条
橋
上
駅
舎
も
市
の
魅
力
を
発
信

し
、
各
地
へ
誘
導
す
る
役
割
を
兼
ね
備
え

た
場
所
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
う
と
こ
ろ

で
あ
る
。

 

（
文
責　

小
野
徳
重
）八戸ポータルミュージアム

◎
４
月
16
日
～
18
日

◎�

長
野
県
中
野
市
・
山
梨
県
笛
吹
市
・
埼

玉
県
秩
父
市

【�

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
】

　

目
標
は
、
37
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
延

床
面
積
20
％
縮
減
と
し
、
対
象
範
囲
を
学

校
教
育
系
、
市
民
文
化
系
な
ど
11
に
分
類

し
て
、
個
々
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

胎
内
市
は
、
30
年
間
で
25
％
縮
減
目
標
に

し
て
い
る
が
、
市
民
協
働
に
よ
る
対
応
が

何
よ
り
も
求
め
ら
れ
、
今
後
の
方
向
性
の

明
確
化
が
必
要
で
あ
る
。

【
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
に
つ
い
て
】

　

28
年
度
に
、
移
住
定
住
担
当
１
名
、
農

業
振
興
担
当
１
名
の
計
２
名
が
着
任
し
、

３
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
担
っ
て
お
り
将
来
永
住
が
前
提
に

な
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、
そ

の
た
め
、
新
た
な
協
力
隊
の
募
集
が
難
し

い
状
況
と
の
こ
と
。
地
域
と
の
関
り
や
交

流
、
取
り
組
み
の
成
果
、
将
来
展
望
な
ど

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
胎
内
市
の
協

力
隊
と
の
交
流
も
期
待
し
た
い
。

【�

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
】

　

人
口
減
少
と
超
高
齢
化
、
財
政
規
模
の

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

縮
小
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
、
社
会

環
境
の
変
化
な
ど
に
対
応
す
る
有
効
な
活

動
で
あ
る
と
の
こ
と
。
結
果
的
に
自
殺

者
、
犯
罪
、
交
通
事
故
な
ど
の
減
少
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
は
有
効
で
あ
り
、
胎
内
市
で

も
取
り
入
れ
る
べ
き
施
策
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

 

（
文
責　

丸
山
孝
博
）地域おこし協力隊と懇談
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フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
以
前
か
ら
国
際
交
流

公
園
で
行
わ
れ
て
い
る
。
と
も
に
離
れ
た

場
所
へ
の
移
動
に
は
自
転
車
、
保
護
者
の

車
の
乗
り
合
わ
せ
、
バ
ス
等
で
あ
り
、
道

路
状
況
の
不
安
や
問
題
点
が
あ
る
。
ま

た
、
校
外
で
の
活
動
の
た
め
教
職
員
の
時

間
的
な
負
担
が
増
え
、
県
が
指
導
し
て
い

る
午
後
７
時
退
勤
は
困
難
な
状
況
に
あ

り
、
今
回
の
調
査
で
多
く
の
問
題
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
た
。

 

（
文
責　

桐
生
清
太
郎
）平成 31年４月供用開始に向け建設中の新施設

◎
５
月
28
日

◎
新
潟
県
少
年
自
然
の
家
・
中
条
中
学
校

【
新
潟
県
少
年
自
然
の
家
】

　

こ
の
施
設
は
、
新
潟
県
が
昭
和
48
年
に

建
設
し
て
45
年
が
経
過
し
た
。
こ
れ
ま
で

年
間
約
３
万
人
の
児
童
・
生
徒
が
利
用

し
、
累
計
で
１
千
500
万
人
の
利
用
が
あ

る
。
人
気
の
活
動
と
し
て
、カ
ヌ
ー
体
験
、

野
外
炊
飯
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
な
ど

が
あ
る
。

　

昨
年
度
か
ら
総
事
業
費
約
30
億
円
の
計

画
で
新
施
設
建
設
に
着
工
、
平
成
31
年
４

月
に
供
用
開
始
予
定
で
あ
る
。
新
施
設
の

利
用
計
画
と
し
て
、
年
間
５
万
１
千
人
で

あ
り
大
幅
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。

【
胎
内
市
立
中
条
中
学
校
】

　

中
条
中
学
校
市
営
体
育
館
・
武
道
場
取

り
壊
し
に
伴
う
授
業
・
部
活
動
の
影
響
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

昨
年
11
月
に
武
道
場
の
取
り
壊
し
が
行

わ
れ
、
現
在
、
武
道
授
業
は
ぷ
れ
す
ぽ
胎

内
で
陸
上
競
技
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
と
と
も
に
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ソ

閉
会
中
所
管
事
務

　
調
査
報
告

閉
会
中
所
管
事
務

　
調
査
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

当
委
員
会
と
し
て
も
こ
れ
か
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
角
度
か
ら
支
援
を
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
も
に
、
障
が
い
福

祉
事
業
の
課
題
に
つ
い
て
の
声
も
し
っ
か

り
聞
い
て
い
き
た
い
。

 

（
文
責　

渡
辺
栄
六
）柴橋地内のこばと作業所

◎
４
月
24
日

◎�

ま
ご
こ
ろ
保
育
園
た
い
な
い
・
こ
ば
と

作
業
所

【
ま
ご
こ
ろ
保
育
園
た
い
な
い
】

　

ま
ご
こ
ろ
保
育
園
た
い
な
い
は
、
本
年

４
月
、
市
内
加
賀
新
地
内
に
設
立
開
園

し
、
定
員
は
84
名
で
あ
る
が
、
本
年
度
の

入
園
数
は
０
歳
児
が
９
名
、
１
歳
児
が
14

名
、
２
歳
児
が
13
名
の
計
36
名
で
あ
る
。

当
保
育
園
は
、
子
ど
も
に
や
さ
し
い
木
の

ぬ
く
も
り
に
あ
ふ
れ
た
園
舎
と
し
て
整
備

さ
れ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
強
化
さ
れ
た
施

設
で
あ
る
。
今
後
は
、
年
少
、
年
中
、
年

長
児
が
増
加
し
定
員
に
満
た
さ
れ
、
地
域

に
愛
さ
れ
る
保
育
園
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

【
こ
ば
と
作
業
所
】

　

こ
ば
と
作
業
所
は
就
労
継
続
支
援
B
型

で
あ
り
、
東
本
町
の
旧
施
設
か
ら
柴
橋
地

内
に
本
年
４
月
よ
り
新
施
設
竣
工
し
、
定

員
も
30
名
か
ら
40
名
に
増
員
さ
れ
た
。
作

業
内
容
は
、
古
着
を
回
収
し
た
ウ
エ
ス
加

工
・
手
芸
品
作
り
・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
等
で

あ
る
。
利
用
者
が
毎
日
黙
々
と
作
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
と
、
地
元
企
業
か
ら

仕
事
を
自
主
努
力
で
確
保
し
て
い
る
こ
と

に
改
め
て
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。

厚
生
環
境
常
任
委
員
会
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震
災
時
の
議
員
の
役
割
を
想
定
し
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
作
成
及
び
訓
練
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
た
。

　

被
災
し
た
岩
手
県
大
槌
町
役
場
、
ほ
か

に
岩
手
県
釜
石
市
の
仮
設
住
宅
の
現
状
及

び
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
復
興
状
況
並
び

に
宮
城
県
仙
台
市
内
の
被
災
状
況
を
視
察

し
た
。

 

（
文
責　

桐
生
清
太
郎
）

　

◎
７
月
３
日
～
５
日

　

◎�

秋
田
県
に
か
ほ
市
・
山
形
県
大
石
田

町
・
岩
手
県
一
関
市

【
地
域
活
性
化
の
取
組
に
つ
い
て
】

　

に
か
ほ
市
の
道
の
駅
象
潟
と
隣
接
の
観

光
拠
点
セ
ン
タ
ー
「
に
か
ほ
っ
と
」
で
は
、

周
辺
の
由
利
本
荘
市
、
遊
佐
町
、
酒
田
市

と
連
携
し
地
域
活
性
化
に
取
組
ん
で
い

た
。
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
の
重
要
性
を

感
じ
た
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
】

　

大
石
田
町
で
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
共
に
「
質
の
高
い
教
育
」
を
目
指
し
、

「
自
分
の
力
で
食
べ
て
い
け
る
人
を
育
て

る
」
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
た
。
人
は
褒

め
ら
れ
る
と
行
動
し
、
育
つ
。
褒
め
る
こ

と
の
大
切
さ
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。

【
移
住
定
住
に
つ
い
て
】

　

一
関
市
で
印
象
に
残
っ
た
の
は
、「
い

ち
の
せ
き
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
事
業
」
で
あ

る
。
と
に
か
く
一
度
、
訪
れ
て
も
ら
う
こ

と
に
主
眼
を
置
い
た
企
画
で
あ
り
、
き
っ

緑
風
会

　

◎
７
月
２
日
～
４
日

　

◎
岩
手
県
大
船
渡
市

【
市
議
会
災
害
対
応
指
針
に
つ
い
て
】

　

大
船
渡
市
議
会
で
は
、
東
日
本
大
震
災

後
、
市
議
会
災
害
対
応
指
針
・
市
議
会
災

害
対
策
会
議
設
置
要
綱
・
市
議
会
災
害
時

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
、
年
に
１

回
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
防
災
訓
練

で
は
災
害
対
策
会
議
を
設
置
し
、
議
員
の

安
否
報
告
、
各
町
か
ら
の
現
状
報
告
・
要

望
報
告
の
ほ
か
、
救
命
講
習
や
無
線
操
作

訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
当
市
に
お
い
て
も

会
派
視
察
報
告

志
政
会
と
み
ど
り
の
未
来
・

日
本
共
産
党

か
け
づ
く
り
に
特
化
し
て
い
た
。
本
市
で

も
参
考
に
な
る
内
容
で
あ
っ
た
。

 

（
文
責　

渡
辺
宏
行
）大石田町において

　

◎
７
月
４
日
～
６
日

　

◎�

山
形
県
最
上
町
・
岩
手
県
紫
波
町
・

福
島
県
白
河
市

【
自
治
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
】

　

最
上
町
で
は
平
成
20
年
６
月
よ
り
町
長

を
本
部
長
と
し
た
「
自
治
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
総
合
推
進
本
部
」
を
設
置
し
て
い

る
。
町
職
員
を
地
域
づ
く
り
協
働
隊
と
し

て
集
落
ご
と
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
３

つ
あ
る
地
区
に
集
落
支
援
員
を
１
名
ず
つ

委
嘱
し
、
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
細
や

か
な
集
落
支
援
を
実
現
し
て
い
た
。

【
オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

政
和
会
・
公
明
党
・
胎
政
会

　

紫
波
町
は
駅
前
開
発
に
伴
い
、
そ
れ
ま

で
町
に
存
在
し
な
か
っ
た
図
書
館
、
文
化

会
館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
直
売
所
が

一
体
と
な
っ
た
複
合
施
設
を
民
間
の
商
業

施
設
と
と
も
に
官
民
連
携
で
建
設
し
た
。

そ
の
後
、
宿
泊
施
設
や
役
場
庁
舎
、
保
育

園
な
ど
を
エ
リ
ア
内
に
次
々
と
建
設
し
、

近
隣
で
は
新
興
住
宅
が
立
ち
並
ん
で
い

た
。
自
主
財
源
に
頼
ら
な
い
公
共
施
設
運

営
は
、
財
政
難
の
当
市
に
必
要
な
こ
と
で

あ
り
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

【
白
河
市
立
図
書
館
】

　

白
河
市
は
図
書
館
の
建
て
替
え
に
際
し

て
駅
前
に
移
転
を
し
た
結
果
、
電
車
待
ち

の
学
生
な
ど
そ
れ
ま
で
と
は
違
う
層
の
利

用
者
が
増
え
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
６

万
の
人
口
に
対
し
、
年
間
の
入
館
者
数
は

30
万
人
を
超
え
、
市
民
の
交
流
拠
点
と

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

 

（
文
責　

渡
辺　

俊
）紫波町において

屋上付近まで水没した大槌町役場
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胎内市議会だより　56号平成30年8月10日

平成 29 年度会派別政務活動費収支結果� 　　　　（単位：円）　　　 　　

科　　　　目 政務活動費
の内訳 政和会 緑風会 志政会と

みどりの未来 日本共産党 公明党 胎政会

収 　 　 入 1,260,000 360,000 288,000 324,000 108,000 72,000 72,000 36,000
補助金内支出 1,260,000 360,000 288,000 324,000 108,000 72,000 72,000 36,000
返 還 金 36,000 0 0 0 0 0 0 36,000
支 　 　 出 1,493,571 473,003 297,088 386,640 154,660 85,490 96,690 0

調 査 研 究 費 1,493,571 473,003 297,088 386,640 154,660 85,490 96,690 0
研 修 費 0 0 0 0 0 0 0 0
広 報 費 0 0 0 0 0 0 0 0
広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0 0
資 料 作 成 費 0 0 0 0 0 0 0 0
資 料 購 入 費 0 0 0 0 0 0 0 0
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0
事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0

会 員 名

会 長 渡 辺　 俊 渡 辺　 宏 行 桐生 清太郎 丸 山　 孝 博 渡 辺　 栄 六 佐 藤　 武 志 榎 本　 丈 雄
（H29.4月～H29.9月）幹 事 長 天 木　 義 人 薄 田　　 智 高 橋　 政 実

副 会 長 佐 藤　 陽 志
会 計 小 野　 徳 重 八 幡　 元 弘 渡 辺　 秀 敏
会 員 森 田　 幸 衛 坂 上　 清 一 榎 本　 丈 雄

（H29.10月～Ｈ30.3月）
羽田野 孝子

（H29.10月～H30.3月）会 員 森 本　 将 司

平成 29 年度議員別政務活動費収支結果� （単位：円）

科　　　　 目 高橋　政実
（志政会とみどりの未来）

羽田野孝子
（日本共産党）

森本　将司
（政和会）

八幡　元弘
（緑風会）

佐藤　陽志
（志政会とみどりの未来）

渡辺　秀敏
（志政会とみどりの未来）

坂上　清一
（緑風会）

小野　徳重
（政和会）

渡辺　栄六
（公明党）

収　　　　 入 48,000 24,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000
補助金内支出 48,000 24,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000
返 還 金 0 7,253 0 0 0 0 25,267 12,759 0
支　　　　 出 48,610 16,747 53,450 49,860 83,692 48,082 22,733 35,241 50,661

調 査 研 究 費 0 0 0 0 11,000 0 0 0 0
研 修 費 0 0 0 0 0 0 0 0
広 報 費 0 0 0 0 64,173 18,360 0 0 7,344
広 聴 費 0 0 0 0 3,659 0 0 0 0
資 料 作 成 費 26,584 16,747 53,450 0 4,860 29,722 22,733 35,241 42,595
資 料 購 入 費 22,026 0 0 49,860 0 0 0 0 722
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

科　　　　 目 天木　義人
（政和会）

佐藤　武志
（胎政会）

榎本　丈雄
（志政会とみどりの未来）

薄田　智
（緑風会）

渡辺　俊
（政和会）

桐生 清太郎
（志政会とみどりの未来）

渡辺　宏行
（緑風会）

丸山　孝博
（日本共産党）

森田　幸衛
（政和会）

収 　 　 入 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000
補助金内支出 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000
返 還 金 0 16,650 115 0 0 4,752 0 0 0
支 　 　 出 54,910 31,350 47,885 67,611 53,402 43,248 58,968 49,788 62,100

調 査 研 究 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
研 修 費 0 0 0 0 0 10,800 0 0 0
広 報 費 0 0 0 0 53,402 0 0 0 62,100
広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資 料 作 成 費 15,944 31,350 46,663 67,611 0 8,532 58,968 12,672 0
資 料 購 入 費 38,966 0 1,222 0 0 23,916 0 37,116 0
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

政務活動費収支結果報告
平成29年４月１日～30年3月31日

平成29年度
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No.56
平成30年8月10日

◆
平
成
30
年
8
月
10
日
　
◆
発
行
責
任
者  

議
長 

森
田
幸
衛

印
刷
／
株
式
会
社
エ
ン
ジ
ュ

（

）

　
☎
　（
０
２
５
４
）４
３

－

６
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
５
４
）４
４

－

７
８
７
５

〒
９
５
９

－２
６
９
３

新
潟
県
胎
内
市
新
和
町
２
番
10
号

議会だより
（2018年）

【題字】 鈴木　愛理さん
すず き あい り竹島在住の山田さんファミリー　左側　葵生（あおい）さん 中３

中央　歩実（あゆみ）さん 小１
右側　栞里（しおり）さん 中１

胎内市ホームページアドレス　http://www.city.tainai.niigata.jp/

議
会
報
モ
ニ
タ
ー 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

（
主
な
も
の
）

№
55
（
平
成
30
年
5
月
１
日
発
行
）
を
見
て

編
集
後
記

編
集
後
記

　
編
集
委
員
と
な
っ
て
か
ら
、
２
年
が
経
ち
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。
途
中
、
大
き
な
紙
面
の
刷
新
な
ど

印
象
に
残
る
こ
と
の
多
い
委
員
会
で
あ
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
委
員
会
で
の
議
会
だ
よ
り
作
成
は
今
号
を
も
っ
て
最
後
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
市
民
の
皆
様

に
解
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
引
き
継
い
で
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
森
本
　
将
司
　
記
）

意見交換会
一般質問（10人）
平成30年 第２回定例会議決結果
常任委員会審査
行政視察報告
閉会中所管事務調査報告
会派視察報告
平成29年度 政務活動費収支結果報告

 ２～３ページ
４～13ページ
 14ページ

 14～15ページ
 16ページ
 17ページ
 18ページ
 19ページ

表紙の写真 私の将来の夢は……

山田　葵生さん（中３）自分に合う職業に就く

　　　栞里さん（中１）パン屋さん

　　　歩実さん（小１）アイス屋さん

あお い

しお  り

あゆ み

◎
平
成
30
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て
（
Ｐ
２
〜
Ｐ
５
）
　

・
グ
ラ
フ
・
表
等
は
た
い
へ
ん
見
や
す
い
。
主
な
質
疑
に
つ
い
て
、
数
字
（
助
成
額
等
）
で
明
示
さ
れ
て
良
い
。

◎
会
派
代
表
質
問
・
一
般
質
問
に
つ
い
て
（
Ｐ
６
〜
Ｐ
1５
）

・
前
号
、
前
々
号
に
比
べ
、
余
白
が
少
な
い
印
象
だ
が
、
多
く
の
質
問
と
答
弁
が
有
る
た
め
で
あ
り
、
や
む
を
得

な
い
と
思
う
。
「
シ
ー
リ
ン
グ
」
の
よ
う
な
馴
染
み
の
な
い
言
葉
に
注
釈
が
追
記
さ
れ
、
読
み
手
へ
の
配
慮
が

感
じ
ら
れ
る
。
８
ペ
ー
ジ
に
「
基
金
残
高
の
推
移
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
グ
ラ
フ
化
に
よ
り
当
市
の
財
政

状
況
の
厳
し
さ
が
良
く
分
か
っ
た
。

◎
平
成
30
年
定
例
会
議
決
結
果
・
討
論
に
つ
い
て
（
Ｐ
16
〜
Ｐ
18)

・
討
論
の
反
対
意
見
は
、
毎
回
決
ま
っ
た
市
議
さ
ん
で
す
。
今
回
は
他
の
市
議
さ
ん
も
反
対
意
見
を
お
持
ち
で
す

の
で
、
そ
の
方
の
意
見
も
載
せ
る
の
も
良
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

◎
閉
会
中
所
管
事
務
調
査
報
告
に
つ
い
て
（
Ｐ
19)

・
「
産
業
観
光
常
任
委
員
会
」
観
光
施
設
の
状
況
、
推
移
を
グ
ラ
フ
で
表
現
し
た
方
が
、
よ
り
理
解
し
て
も
ら
え

る
と
思
い
ま
し
た
。

◎
常
任
委
員
会
審
査
に
つ
い
て
（
Ｐ
20
・
Ｐ
21)

・
内
容
の
説
明
文
、
質
問
、
答
弁
と
な
っ
て
い
て
読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
。
全
ペ
ー
ジ
で
写
真
に
説
明
の
有

り
無
し
が
存
在
し
て
い
る
。

◎
表
紙･

裏
表
紙
（
傍
聴
記
、
編
集
後
記
等
）
に
つ
い
て

・
力
強
い
題
字
を
書
か
れ
る
こ
と
に
毎
号
、
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
写
真
の
お
子
様
た
ち
の
夢
が
叶
う
こ
と
を
お

祈
り
し
ま
す
。

◎
そ
の
他
、
市
議
会
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
提
言
な
ど

・
市
民
と
の
意
見
交
換
会
や
女
性
委
員
と
の
意
見
交
換
会
な
ど
、
市
議
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
集
ま
る
会
は
あ
る
が
、

市
民
の
集
ま
る
茶
の
間
的
な
と
こ
ろ
に
市
議
さ
ん
が
フ
ラ
リ
と
お
じ
ゃ
ま
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
、
市
民

の
生
の
声
が
聞
け
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

「胎内市の未来を担う
   子どもたち」

　パ
ソ
コ
ン
の
字
ば
か
り
が

目
に
つ
く
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、

私
は
人
が
書
く
あ
た
た
か
み

の
あ
る
字
を
大
切
に
想
い
、

こ
れ
か
ら
も
習
字
を
頑
張
っ

て
、
将
来
に
役
立
て
て
い
き

た
い
で
す
。

中
条
小
学
校
　
６
年
生

 

鈴
木 
愛
理
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　 

の
作
品
で
す
。

あ
い

り

す
ず

き


